
は

ち

じ

ょ
う

奈
早

八
条
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
大
和
郡
山
市
八
条
町

・
天
理
市
中
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）

一
一
月
～
二
〇
〇

二
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
坂
　
靖

・
小
山
浩
和

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代

・
古
墳
時
代

。
奈
良
時
代

・
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

八
条
遺
跡
は
、
大
和
郡
山
市
南
西
端
部
の
人
条
町
集
落

（環
濠
集
落
）
の
南

側
に
広
が
る
遺
跡
で
、
古
墳
時

代

・
奈
良
時
代

。
江
戸
時
代
を

中
心
と
し
た
時
期
の
集
落
、
弥

生
時
代
の
方
形
周
溝
墓
、
水
晶

塚
古
墳

・
申
墓
古
墳
と
い
う
二

基
の
古
墳
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
京
奈
和

自
動
車
道
の
建
設
工
事
に
伴
う

も
の
で
、　
一
九
二

一
〇
ポ
に
つ

い
て
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
遺
跡
の
東
端
寄
り
に
下
ツ
道
と
そ
の
東
西
両

側
溝
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
を
検
出
し
た
。
下
ツ
道
は
、
当
該
地
で
は
中
街
道
と

し
て
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
て
、
三
階
堂
の
街
村
を
形
成
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
街
道
沿
い
の
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
町
家
遺
構
に
関
連

す
る
廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｘ
Ｏ
人
か
ら

一
点
、
街
道
か
ら
離
れ
た
位
置
の
耕
作
地
に
関

連
す
る
近
世
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
三
の
墨
書
の
あ
る
井
戸
枠

一
点
、
計
二
点
出
上
し

た
。
Ｓ
Ｘ
Ｏ
人
は
東
西
九

ｍ
以
上
、
南
北
二

。
人
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
を
測
り
、
木

簡
と
と
も
に
当
該
期
の
陶
磁
器
類
、
土
器
類
、
瓦
、
木
製
品
、
鉄
製
火
箸
な
ど

が
多
量
に
出
土
し
た
。
ま
た
、
中
国
の
明
代
の
医
学
書
で
あ
る

『医
宗
必
読
』

の
版
本

（和
紙
）
を
裏
打
ち
に
し
た
龍
文
の
赤
漆

・
黒
漆

。
金
箔
塗
り
の
容
器

の
断
片
も
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
二
三
は
、
ス
ギ
の
板
材
を
縦
板
組
に
し
た
奈

良
盆
地
通
有
の
農
業
用
隠
し
井
戸
で
、
掘
形
は
径
約
三
ｍ
を
測
る
が
、
井
戸
枠

は
調
査
時
に
は
崩
壊
し
て
い
た
。
井
戸
の
深
さ
は
三

・
五
ｍ
以
上
で
、
底
付
近

に
使
用
さ
れ
て
い
た
板
材
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。
埋
土
か
ら
は
瓦
質
の
土
製

円
板
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｘ
〇
八

大
和
国
平
群
郡

〔八
条
力
〕

右
〆
　
　
□
□
郁

□
□
衛
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解
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(桜 井)



2006年出土の木簡

Ｓ

Ｅ

二

三②　　「ハロ　四悉担　̈呼鞍繭一

①
は
、
上
部
に
二
本
の
刻
線
が
あ
り
、
そ
の
間
の
左
右
ニ
カ
所
に
釘
孔
が
あ

る
。
住
所
と
名
前
が
書
か
れ
て
お
り
、
町
家
の
表
札
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。
②
は
、
ス
ギ
の
板
材
に
大
書
し
た
も
の
で
、
数
字
と
人
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。
井
戸
の
築
造
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
天
理
大
学
の
谷
山
正
道
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

『八
条
遺
跡
』
全
一〇
〇
六
年
）

（坂

靖
）

(2)部分

や
庄
右
衛
門
殿
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奈
良
・上
宮
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
南
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
五
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
斑
鳩
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
平
田
政
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

・
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
～
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

上
宮
遺
跡
は
、
法
隆
寺
の
南
東
約

一
。
二
航
の
富
雄
川
右
岸
の
沖
積
地
に
立

地
し
て
い
る
。　
一
九
九

一
年
度
の
発
掘
調
査
に
お
け
る
奈
良
時
代
の
大
型
掘
立

柱
建
物
群

の
検
出
と
、
平
城

宮

・
京
所
用
瓦
と
同
他
の
瓦
の

出
土
か
ら
、
『続
日
本
紀
』
に

記
載
の
あ
る
称
徳
天
皇
の
行
宮

「飽
波
宮
」
で
あ
る
蓋
然
性
が

一局
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
当
遺
跡
内
に
は
、
聖

徳
太
子
発
去
の
官

「飽
波
葦
培

宮
」
の
跡
地
に
、
嘉
祥
二
年

□□
也

清西
二丁
貞ト

(大阪東南部・桜井)




